国語科　３学年　１１

	題材の題材名「世界はうつくしいと」　学習指導要領の内容[知・技(１)イ]　

目標
	理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○読むスピードや音量，読む人数などを変えて，詩を朗読する。
○言葉・文字の使い方・リズム・表現技法などに着目しながら，詩を読み深める。
○自分にとっての「うつくしいもの」を考え，グループで交流する。
○詩の特徴を生かしてもう一度朗読する。
○最初に読んだときと比べて，詩に対する印象はどのように変わったか，自分の言葉でまとめる。
	○
	
	○
	



	[bookmark: _Hlk83835277]題材の
目標
	・理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。題材名「握手」　学習指導要領の内容[知・技(１)イ　思・判・表C(１)アイ]　

・文章の種類を踏まえて，物語の展開の仕方などを捉えることができる。
・文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○作品を通読し，注意する語句・新出漢字を調べる。
○「現在」と「回想」の部分を読み分け，時間の順序を整理しながら，場面や登場人物の設定を確認する。
	
	
	
	③小説を読み，批評したり，考えたことなどを伝え合ったりさせる。

	2
	○回想を織り込んだ展開の特徴を捉え，その効果を考える。
○登場人物の人物像が読み取れる言動を抜き出し，短くまとめる。
	○
	○
	
	

	3
	○語り手の心情を表す言葉，登場人物の言動や会話，情景描写，出来事など，本文中の表現を根拠にして，登場人物の心情を考える。
	
	○
	
	

	4
	○「ルロイ修道士」の考え方や生き方について，読み深めた感想を交流する。
○「握手」の展開の仕方にはどんな特徴や効果があったか，学習を振り返る。
	
	○
	○
	②１人１台端末等を活用し，「ルロイ修道士」の考え方や生き方について自分の感想を書かせ，共有させる。






	題材の
目標
	・情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。題材名「評価しながら聞く」　学習指導要領の内容[知・技(２)イ　思・判・表A(１)アエ]　

・目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，多様な考えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討することができる。
・話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現の仕方を評価して，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○ペットに関する討論会の一部を聞き，メモを取る。
○「ペットを飼うことを人にすすめるか」について自分の考えを持つ。
○P.26「討論会の一部」を自分の考えと比較したり，内容や表現の仕方を評価したりしながら聞き，メモを取る。メモの例と「上達のポイント」を参考にして，自分のメモの取り方を評価する。
○評価しながら聞く練習をする。
○自分の考えと比べたり，表現に生かしたい点を意識したりしながら聞いたか，学習を振り返る。
	○
	○
	○
	②要点を押さえながら，記号や線を引くなど工夫してメモを取らせる。





題材名「季節のしおり　春」　学習指導要領の内容[知・技(１)イ]　



	題材の
目標
	理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	適宜
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	適宜
	○春の気象にまつわる言葉や，春の情景を詠んだ和歌や短歌，俳句，漢詩を味わい，伝統的な言語文化に親しむ。
	○
	
	○
	








	題材の
目標
	・歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して，その世界に親しむことができる。
・文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見を持つことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○「論語」という作品について知る。
○漢文の言い回しに注意して，繰り返し朗読する。
○孔子の考え方を読み取る。
	○
	
	
	

	2
	○日常生活や自分の生活を振り返り，孔子の言葉が当てはまると思われる体験や伝聞を伝え合う。
○学習を振り返り，「論語」の中から自分たちの生活に生かしていきたい言葉を選んで伝え合う。
	
	○
	○
	③論語を読み，考えたことなどを伝え合わせる。


題材名「学びて時に之を習ふ――「論語」から」　学習指導要領の内容[知・技(３)ア　思・判・表C(１)エ]　


	題材の題材名「情報整理のレッスン　情報の信頼性」　学習指導要領の内容[知・技(２)イ]　

目標
	情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○P.32下段の問題について，グループで考える。
○教材文を通読し，情報は編集されているため，情報の信頼性を確かめる必要があることを知る。
○学習を振り返り、様々なメディアが伝える情報はすべて編集されていることを理解し，信頼性の確かめ方について確認する。
	○
	
	○
	②信頼性や信ぴょう性を考えて情報を選ばせる。



	題材の
目標
	・文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。題材名「文章の種類を選んで書こう　修学旅行記を編集する」　学習指導要領の内容[知・技(１)ウ　思・判・表B(１)アイ]　

・目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，集めた材料の客観性や信頼性を確認し，伝えたいことを明確にすることができる。
・文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展開などを考えて，文章の構成を工夫することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○４，５人のグループで編集会議を開く。
○修学旅行で心に残った出来事などを，付箋やカードなどに書き出す。
○記事の内容や順序を決め, 文章の種類を選んで執筆者を割り振る。
	○
	
	
	

	2
	○紙面構成を考えて下書きをする。

	
	○
	○
	②１人１台端末等を活用し，紙面構成を工夫して書かせる。
③情報を基に，伝えたいことを整理して書かせる。

	3

	○下書きを読んで助言し合い，清書する。
○冊子にまとめ，読み合う。
	
	○
	○
	

	4
	○どのような点に注意して文章の種類を選び，書いたか，どのような点を工夫して編集したか，学習を振り返る。
	
	
	○
	




	題材の
目標
	示されている漢字について，文や文章の中で使い慣れることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○漢字二字の熟語には，音または訓を重ねる読み方と，音と訓を組み合わせた読み方があることを知る。
○教材文を読み，様々な熟語の読み方について理解する。
○練習問題に取り組み，理解の程度を確かめる。
○P.40「漢字に親しもう１」の問題に取り組む。
	○
	
	○
	②P.301「三年生で学習した音訓」やP.302「常用漢字表」，P.316「常用漢字表 付表」，漢和辞典などで，音読みと訓読みを確認させる。


題材名「漢字１　熟語の読み方　漢字に親しもう１」　学習指導要領の内容[知・技(１)ア]　

	題材の
目標
	・具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができる。題材名「作られた物語を超えて」　学習指導要領の内容[知・技(２)ア　思・判・表C(１)アウ]　

・文章の種類を踏まえて，論理の展開の仕方などを捉えることができる。
・文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価することができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○全文を通読する。注意する語句・新出漢字を調べる。
○筆者の問題意識（話題）を捉える。
	
	
	
	

	2
	○筆者の主張と論理の展開を捉える。
○筆者の主張と論理の展開を評価する。
	○
	○
	
	③筆者の論理の展開を評価し，根拠を明確にしながら，考えたことを文章にまとめさせる。

	3
	○学習を振り返る。
○自分が今後，意識していきたいと思うことを語り合う。
○論理の展開を評価するときには，どのような点に着目すると良いか，自分の言葉でまとめる。
	
	○
	○
	



	題材の題材名「思考のレッスン　具体化・抽象化」　学習指導要領の内容[知・技(２)ア]　

目標
	具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○教材文を通読する。
○具体と抽象の関係で捉えられるものや，具体と抽象の関係にある論理の展開の仕方について理解する。
○下段の問題１に取り組む。まとめた文をお互いに伝え合う。
○P.51の教材文を通読し，具体化と抽象化の程度について理解する。
○下段の問題２に取り組む。グループになって，各自が作った具体例の具体化の程度を順序付け，全体に発表する。
○学習を振り返り，文章を読んだり書いたりするときには，具体と抽象の関係についてどのようなことに注意すればよいか確認する。
	○
	
	○
	②１人１台端末等を活用して，発表内容を全体で共有できるように工夫する。



	題材の
目標
	・情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。
・目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，多様な考えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討することができる。
・自分の立場や考えを明確にし，相手を説得できるように論理の展開などを考えて，話の構成を工夫することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	４時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○話題を決めて，情報を集める。
○P.56「リオの伝説のスピーチ」を通読する。
○社会で起きている出来事や問題の中で，多くの人に伝えたいと思ったことを選び，話題にする。
○スピーチの目的と，スピーチをする相手や場を確認し，信頼性の高い情報を集める。
	○
	○
	
	

	2
	○話の構成を考え，構成メモにまとめる。
○構成メモの内容について，グループやペアで評価し合い，推敲する。
	
	○
	○
	

	3
	○スピーチの会を開く。
	
	○
	○
	②自分のパフォーマンスを振り返ることができるよう，１人１台端末等を活用し，スピーチや質疑応答の様子を録音・撮影しておく。

	4
	○根拠とする情報は，信頼性の高いものを選んだか，聞き手の心を動かすスピーチをするために，どんなところに気を付けたか，学習を振り返る。
	
	○
	○
	


題材名「説得力のある構成を考えよう　スピーチで社会に思いを届ける　　資料　リオの伝説のスピーチ」　学習指導要領の内容[知・技(２)イ　思・判・表A(１)アイ]　


題材名「漢字に親しもう２」　学習指導要領の内容[知・技(１)ア]　






	題材の
目標
	第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の大体を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されている漢字について，文や文章の中で使い慣れることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○新出漢字を確認する。
○漢字の音訓，部首，送り仮名などの既習事項を思い出しながら，練習問題に取り組む。
	○
	
	○
	





	題材の
目標
	単語の活用，助詞や助動詞などの働き，文の成分の順序や照応など文の構成について理解するとともに，話や文章の構成や展開について理解を深めることができる。題材名「文法への扉　すいかは幾つ必要？」　学習指導要領の内容[知・技(１)オ]　

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○教材文を読み，文法的な観点から表現を見直すことの意義を確認する。
○P.212「文法１ 文法を生かす」を読み，文節・連文節の係り受けなど，既習の文法について理解を深め，文法の知識を表現や読解に生かすポイントを確認する。
○下段の練習問題に取り組み，理解の程度を確かめる。
	○
	
	○
	③誤解の原因を指摘させ，どのように伝えるべきだったのか話し合わせる。



	題材の題材名「実用的な文章を読もう　報道文を比較して読もう」　学習指導要領の内容[知・技(２)イ　思・判・表C(１)イウ]　

目標
	・情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。
・文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えることができる。
・文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○社会生活の中で触れたことのある実用的な文章を挙げる。
○大人用と子供用のパンフレットを読み比べ，共通点と相違点を書き出す。子供用のパンフレットに見られる工夫を発表する。
○傍線部について，小学校３年生のみどりさんに分かるように説明する。
○木村さんが注意すべき情報に傍線を引き，なぜ注意すべきなのか理由も考え，説明する。
	○
	
	○
	②複数の情報から，矛盾点や欠けている情報を見付けさせる。

	3
	○P.64～67の報道文A・Bを通読し，二つの記事を比べ，気付いたことや考えたことを表にまとめる。
○四人グループになり，表に書き出した内容を共有し，共通点や違いに着目して，気付いたことや考えたことを伝え合う。
○実用的な文章を読むときや書くときのポイントについて学習を振り返る。
○報道文には発信者の意図が反映されていることを踏まえて，自分が今後，報道文を読む際に意識していきたいと思うことを伝え合う。
	
	○
	○
	⑤たく生き「いかす力」（参考：プラン集 P.７６ 「５３テレビのニュースを見比べよう」と関連付けることも考えられる。）




	題材の
目標
	・理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。
・文章の構成や表現の仕方について評価することができる。
・根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて描写したりするなど，自分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	３時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○情景を想像しながら，それぞれの俳句を朗読する。
○俳句についてまとめる。
○本文やP.74「俳句を味わう」から，好きな俳句を一句選び，鑑賞文を書く。
○同じ俳句を選んだ生徒でグループを作り，鑑賞文を読み合う。
	○
	○
	○
	③好きな俳句について鑑賞文を書かせ，同じ俳句を選んだ生徒同士で意見を交流させる。

	1
	○P.75「俳句を作って楽しもう」に取り組む。
○作品を持ち寄り，句会を行う。
○学習を振り返って俳句の特徴にはどのようなものがあったか確かめ，次に俳句を作るときに参考にしたい語句の使い方や表現の仕方をまとめる。
	
	○
	○
	②学校図書館から借りた名句集や歳時記などを参考にさせる。


[bookmark: _Hlk97565959]※　「読むこと」２時間扱い　「書くこと」１時間扱い題材名「俳句の可能性　俳句を味わう　俳句を作って楽しもう」　学習指導要領の内容[知・技(１)イウ　思・判・表B（１）ウ　C(１)ウ]　※複合題材

	題材の
目標
	時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いについて理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○「時代による言葉の変化」と「世代による言葉の変化」があることを知る。
○時代や世代によって異なる言葉の例を探し，言葉の変化について話し合う。
○話す相手や場面を設定し，P.77下段にある吹き出しの文章を分かりやすく書き換える。
○書き換えた文章を伝え合い，自分の文章を振り返る。
○クラス全体で適切な言い方について確認する。
	○
	○
	○
	②１人１台端末等を活用し，相手や場面によって言い換えをさせる。


題材名「言葉を選ぼう　もっと『伝わる』表現を目ざして」　学習指導要領の内容[知・技(１)ウ　思・判・表B(１)ア]　



	題材の
目標
	理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，和語，漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○和語・漢語・外来語から受ける印象の違いについて考える。
○教材文を読み，和語・漢語・外来語・混種語についてそれぞれの特徴を理解する。
	○
	
	○
	②１人１台端末等を活用し，書き換えや練習問題に取り組ませる。


題材名「言葉１　和語・漢語・外来語」　学習指導要領の内容[知・技(１)イ]　

	題材の
目標
	自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解することができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○様々な読書の楽しみ方について知る。
○「ブックトーク」，「読書会」，「読書生活をデザインする」の中から，夏休みに行う活動を選ぶ。ブックトーク，読書会を選んだ生徒は，４～６人程度のグループを作る。読書生活のデザインは個人で行う。
○教材文に示されている各活動の内容に沿って，今後の見通しを立てる。
○活動を行い，レポートか活動報告書を提出する。
	○
	
	○
	④仙台市図書館の授業用図書貸出を計画的に利用することもできる。
④ブックトークは，仙台市図書館ブックトークボランティア「ランプ」に依頼することもできる。


題材名「読書を楽しむ」　学習指導要領の内容[知・技(３)オ]　

	[bookmark: _Hlk83916488]題材の
目標
	・自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解することができる。
・文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見を持つことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○教科書本文を通読し，本の様々な探し方について知る。
○学校図書館やインターネットを活用するなど，探し方を工夫して，興味が持てそうな本を探す。
○見付けた本を夏休みに読み，書評やポップを書く。
○インターネットなどから自分が選んだ本の書評やポップを検索し，自分の書いたものと比べてみる。
	○
	○
	○
	④図書館での調べ学習に関して，仙台市図書館の学校支援ＨＰ上に「小学生高学年～中学生向け調べ学習の手引き」が掲載されているので参考にさせるとよい。


題材名「『私の一冊』を探しにいこう　羊と鋼の森　読書案内　本の世界を広げよう　読書コラム　ためになるってどんなこと？」　学習指導要領の内容[知・技(３)オ　思・判・表C(１)エ]　


	題材の
目標
	理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	適宜
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）題材名「季節のしおり　夏」　学習指導要領の内容[知・技(１)イ]　

	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	適宜
	○夏の気象にまつわる言葉や，夏の情景を詠んだ和歌や短歌，俳句を味わい，伝統的な言語文化に親しむ。
	○
	
	○
	







	題材の
目標
	・理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。題材名「挨拶――原爆の写真によせて」　学習指導要領の内容[知・技(１)イ　思・判・表C(１)ウエ]　

・詩の構成や表現の仕方について評価することができる。
・詩を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見を持つことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○作品を通読し，当時の時代背景について確認する。
○詩の中で繰り返し出てくる「顔」が，それぞれどのような人の「顔」を表現しているのか考える。
○表現の効果を評価する。
○作者は，この詩の中でどのようなことを考え，伝えようとしたのか，現代社会の状況と重ね合わせながら，自分の意見を述べる。
○詩に使われている表現の効果について，考えたことを伝え合う。詩に表現された内容について，感じたことや考えたことを文章にまとめる。
	○
	○
	○
	②１人１台端末等を活用し，自分の考えを書かせ，共有させる。
③詩を読み，作者の思いや考えについて，感じたことや考えたことを伝え合わせる。



	題材の
目標
	・自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解することができる題材名「故郷」　学習指導要領の内容[知・技(３)オ　思・判・表C(１)イエ]　

・文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えることができる。
・文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見を持つことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	５時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○作品を通読し，作品の設定を捉える。
	
	
	
	

	2
	○場面や登場人物の設定に着目して読み取る。
○回想の場面と現在の場面とを比べて，描写がどのように変化しているかが分かる部分を，それぞれ抜き出す。
	
	○
	
	

	3
･
4
	○「私」が感じた「悲しむべき厚い壁」とは何か考える。
○「私」が抱く「希望」や，望む社会とはどのようなものか捉える。
○「私」の考え方について自分はどう考えるか，話し合う。
	
	○
	○
	

	5
	○作品の持つ特性や価値について批評する。
○友達の批評を読んで，自分の捉え方との共通点や相違点などを基に，考えが深まったことを発表する。
○今後，小説を読んで自分の考えを持つために，大切にしたい観点を挙げる。
	○
	○
	○
	③小説を読んで批評させたり，考えたことなどを伝え合わせたりする。


題材名「聞き上手になろう　質問で相手の思いに迫る」　学習指導要領の内容[知・技(１)エ　思・判・表A(１)エ]　

	題材の
目標
	・敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使うことができる。
・話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現の仕方を評価して，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○対談の準備をする。四人グループになり，話し手（一人），聞き手（一人），聴衆（二人）を決める。
○聞き手役は，話し手から話題を聞き，中心となる質問を考えたり，話の流れを予想したりする。話し手役は，話題を選んだ理由や具体的なエピソードなどを考える。聴衆役は，講評メモの用意をする。
○対談を行う。聞き手役は，話し手や聴衆の様子を見て，「具体化」や「価値づけ」，「言い換え」などをして，話を引き出す。聴衆役は，講評メモを取る。
○学習を振り返り，話し手，聞き手，聴衆，それぞれの立場から，対談を通して学んだことや感じたことを交流する。
	○
	○
	○
	②１人１台端末等を活用して対談の様子を撮影し，聞き手としての自分の姿を振り返らせる。




題材名「論理の展開を整える」　学習指導要領の内容[知・技(２)ア　思・判・表B(１)エ]　

	題材の
目標
	・具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができる。
・目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体を整えることができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○P.116上段の文章を通読し，下段の課題に取り組む。「上達のポイント」を参考にする。
○どのような点を意識して，意見文を推敲したか学習を振り返る。
	○
	○
	○
	③「事実と意見」「意見と根拠」「具体と抽象」について，既習事項を振り返りながら課題に取り組ませる。






	題材の
目標
	理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用句や四字熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとともに，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○導入の例のような，一まとまりで決まった意味を持つ言葉をできるだけたくさん書き出す。
○教材文を読み，慣用句・ことわざ・故事成語の特徴や性質について理解する。
○学習を振り返る。
	○
	
	○
	②１人１台端末等を活用し，誤用例を検索させ，正しい意味を捉えさせる。


題材名「言葉２　慣用句・ことわざ・故事成語」　学習指導要領の内容[知・技（１）イ]　




	題材の
目標
	[bookmark: _GoBack]第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の大体を読むことができる。また，学年別漢字配当表に示されている漢字について，文や文章の中で使い慣れることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	○導入の文章を読み，新しい日本語が考え出された経緯を知る。
○教材文を読み，「翻訳語」と「新しい語」の側面から漢字の造語力について知る。
○練習問題に取り組み，理解の程度を確かめる。
○P.122「漢字に親しもう３」の問題に取り組む。
	○
	
	○
	


題材名「漢字２　漢字の造語力　漢字に親しもう３」　学習指導要領の内容[知・技(１)ア]　
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